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　聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
　その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
　国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO 認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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聖徳学園
「建学記念館」の

見どころ紹介

白宇宙かぼちゃのあったかすいとん

レシピのポイント
これからの寒い季節に
合わせて体をあたため
る効果のあるしょうがを
プラスしています。豚肉
と根菜、ビタミン、食物
繊維豊富な白宇宙かぼ
ちゃをたっぷり使用。

作り方
［１］かぼちゃは洗ってタネをとり、ラップにくるんで電子レンジで３分

程度加熱し、やわらかくする。
［２］少しさめたら皮をむいて、繊維をのぞくためにこす。（そのままでも可）
［３］ボールにかぼちゃ、小麦粉、片栗粉、さとう、塩を加えてこね、
　　ひとまとまりになったら、固くしぼったぬれ布巾をかけて20〜30 分寝かせる。

［４］野菜と肉は食べやすい大きさに切る。
［5］しょうがはすりおろして、しぼり汁をとる。
［6］鍋にだし汁を入れて、野菜を加えて煮る。
［7］肉を加えて、強火にし、アクをとる。
［8］すいとんの生地を細長くのばし、たべやすい大きさにちぎって丸め、鍋に加えて煮る。（約5分）
［9］すいとんが浮いてきたら、白みそを溶かし入れ、塩麹を加える。
［10］ひと煮立ちさせたら、しょうがのしぼり汁を加えて軽くまぜ、椀によそって小口切りにしたわけぎ

をちらす。

聖徳大学陸上競技部の活躍
　陸上競技部は日々練習に励み、地域をはじめ
さまざまな大会に出場しています。１月には、嶋田
美里選手が地元松戸の大会で優勝し、幸先の
いいスタートとなりました。

嶋田 美里選手
（人文学部心理学科2年）

「第58回松戸七草マラソン」	
種目：一般女子１０ｋｍ
1月13日（日）

松戸運動公園発着点（松戸市内コース）

〈材料〉（2人分）

松戸白宇宙かぼちゃ…
小麦粉………
片栗粉………
三温糖………
塩……………
豚ばら肉……
人参…………
大根…………
しいたけ……
さつまいも…
しょうが……
ごぼう………
わけぎ………
白みそ………
塩麹…………
だし汁………

　　　　100g
50g
15g
大さじ１杯
小さじ1/2杯
70g
20g
80g
35g
60g
1片
30g
適量
大さじ２杯
小さじ１杯
400ml

　

昨
年
十
一
月
二
十
五
日

（
日
）、宇
宙
飛
行
士
の
山
崎
直

子
さ
ん
と
宇
宙
を
旅
し
た
か
ぼ

ち
ゃ
の
種
で
育
っ
た
、千
葉
県

松
戸
産
の
和
か
ぼ
ち
ゃ（
松
戸

白
）を
用
い
た
地
域
活
性
化
事

業「
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
」（
主
催
・
松
戸
白
宇
宙

か
ぼ
ち
ゃ
の
会
）が
松
戸
市
民

会
館
で
行
わ
れ
、本
学
人
間
栄

養
学
科
一
年
の
鈴
木
陽
子
さ

ん
の
作
品「
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ

の
あ
っ
た
か
す
い
と
ん
」が
、松

　

さ
ら
に
、
十
二
月
十
七
日

（
月
）に
は
、優
勝
の
鈴
木
さ
ん

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一「
こ
こ

戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
の
会
会
長

賞
を
受
賞
し
、優
勝
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、人
間
栄
養
学
科
一

年
の
小
林
愛
さ
ん
の
作
品「
と

ろ
ー
り
チ
ー
ズ
か
ぼ
ち
ゃ
リ

ゾ
ッ
ト
」が
松
戸
市
長
賞（
準

優
勝
）、
人
間
栄
養
学
科
一
年

の
加
納
あ
ゆ
み
さ
ん
の
作
品

「
つ
ぶ
あ
ん
の
せ
パ
ン
プ
キ

ン
」が
松
戸
市
教
育
委
員
会
委

員
長
賞
、人
間
栄
養
学
科
一
年

の
広
木
晴
奈
さ
ん
の
作
品「
星

の
一
口
パ
イ
」が
松
戸
市
商
店

会
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

は
ふ
る
さ
と
旅
す
る
ラ
ジ
オ
」

（
松
戸
市
・
伊
勢
丹
プ
ラ
ザ
広

場
）に
作
り
た
て
の
作
品
を
持

参
し
て
出
演
し
ま
し
た
。鈴
木

さ
ん
は
、あ
っ
た
か
す
い
と
ん
に

つ
い
て
、「
か
ぼ
ち
ゃ
は
ベ
ー
タ

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
、豚
肉
は
疲

労
回
復
、し
ょ
う
が
は
カ
ラ
ダ

を
温
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
」

と
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学

生
な
ら
で
は
の
コ
メ
ン
ト
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、大

学
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
生
か

し
て
地
元
の
活
性
化
に
一
役

買
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受賞の言葉を述べる鈴木さん

アナウンサー（左）に試食してもらう鈴木さん（右）

「
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」で

 

人
間
栄
養
学
科
の
学
生
が
優
勝
！

 

他
三
名
入
賞
の
快
挙
！！   

ラ
ジ
オ
で
全
国
に
Ｐ
Ｒ

表彰を受ける嶋田選手

優勝 ３６分52秒　自己コースレコード（昨年　３７分２９秒　６位）

　

本
年
四
月
、学
校
法
人
東
京

聖
徳
学
園
は
創
立
八
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。そ
れ
に
あ
わ
せ
て

昨
年
十
一
月
に
周
年
事
業
の
一

環
と
し
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
募
集
し
、こ
の
た
び
園
児
か

ら
一
般
の
方
ま
で
応
募
総
数

四
百
五
十
件
の
中
か
ら
創
立
者

の
名
を
冠
し
た「
香
順
特
別
賞
」

に
、本
学
職
員
の
辻
田
晶
さ
ん

（
生
涯
学
習
部・入
学
セ
ン
タ
ー
）

の
作
品
「
１
０
０
年
へ
、よ
り

し
な
や
か
に
」が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、選

定
作
品
を
ア
レ
ン
ジ
し
、「
よ
り

し
な
や
か
に
、未
来
へ
」と
な
り

ま
し
た
。シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

一
体
で
表
示
さ
れ
、八
十
周
年

の
年
を
盛
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
に
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
の

「
特
別
講
座
」の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■公立学校教員採用試験

■公立幼稚園教諭採用試験 ■公務員栄養士採用試験

■公立保育士採用試験

現役生 現役生

現役生 現役生

名 最終合格！！ 名 最終合格！！

名 最終合格！！ 名 最終合格！！

【公立保育士】
◆ 千葉県（柏市１名、千葉市５名、船橋市６名、市川市１名、習志野市１名、酒々井町１名、

成田市２名）  ◆ 東京都（新宿区１名、杉並区１名、葛飾区６名、台東区３名、目黒区２名、
品川区１０名、文京区３名、渋谷区１名、江東区２名、大島町１名）  ◆ 埼玉県（さいたま市１名、
久喜市１名、戸田市１名、加須市１名、越谷市１名、ときがわ町１名）  ◆ 神奈川県（横浜市２名） 

◆ 茨城県（土浦市１名、つくばみらい市１名）  ◆ 群馬県（館林市１名、高崎市１名、前橋市１名） 

◆ 新潟県（十日町１名）  ◆ 静岡県（御殿場市１名）  ◆ 長野県（諏訪市１名）  ◆ 栃木県（さくら市１名）

【公立小学校】 ◆ 東京都１８名  ◆ 千葉県４名  ◆ 埼玉県２名  ◆ さいたま市３名  ◆ 横浜市２名  ◆ 札幌市１名
【公立特別支援学校】 ◆ 東京都１名　　【養護教諭】 ◆ 東京都２名  ◆ 福島県１名

【公立幼稚園教諭】 ◆ 東京都特別区３名  ◆ 千葉県市川市１名 【公務員栄養士】 ◆ 東京都３名

（平成25年1月17日現在）

64 34

4 3

平成25年度採用公務員試験合格者速報
今年も多くの現役生が夢を実現しています

学園創立80周年の
キャッチフレーズが
決まりました。 詳細は

2ページ

聖徳の魅力発見！

作ってみよう！



第64号 （2）平成25年2月1日（金）本年、学園創立80周年を迎えます。

　

昨
年
十
月
、建
学
の
精
神

「
和
」の
伝
承
と
学
園
の
歴
史
を

物
語
る
聖
徳
学
園
建
学
記
念
館

が
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。学
園
の
創
立
者
川
並

香
順
・
孝
子
両
先
生
の
生
い
立

ち
や
、学
園
の
発
足
・
発
展
の
様

子
、両
先
生
の
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で

の
一
貫
教
育
を
つ
く
り
あ
げ
た

川
並
弘
昭
前
理
事
長
・
学
園
長

の
功
績
を
実
物
・
音
声
資
料
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
口
正
面
に
は
、白
色
の
円

す
い
形
を
し
た「
和
の
泉
」が
据

え
ら
れ
て
い
ま
す
。聖
徳
学
園

を
象
徴
す
る「
菊
水
」を
あ
し

ら
っ
た
校
章
が
白
い
テ
ー
ブ
ル

の
中
央
に
現
れ
ま
す
。手
を
か

ざ
す
と
、ま
る
で
川
に
流
れ
て

い
る
よ
う
な
菊
が
映
し
出
さ

れ
、そ
の
菊
を
両
手
で
す
く
い

あ
げ
る
と
、手
の
中
に“
感
謝
”

や“
美
”な
ど
、本
学
に
ふ
さ
わ
し

い
単
語
が
浮
か
び
あ
が
り
ま

す
。同
時
に
、正
面
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
創
立
者
、
前
理
事
長
・
学

園
長
の
言
葉
が
映
し
出
さ
れ

ま
す
。

　

次
に
左
側
へ
進
む
と
、創
立

者
川
並
香
順
先
生
が
生
ま
れ

育
っ
た
光
衆
寺
の
鬼
瓦
や
、光

衆
寺
か
ら
附
属
幼
稚
園
に
受

け
継
が
れ
た
イ
チ
ョ
ウ
、そ
し

て
、昭
和
八
年（
一
九
三
三
年
）

に
創
立
さ
れ
た
聖
徳
家
政
学

院
と
新
井
宿
幼
稚
園
の
開
設

当
時
の
園
児
用
の
椅
子
な
ど
、

実
物
や
写
真
資
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、昭
和
二
十

年
の
東
京
大
空
襲
で
全
て
を

失
い
、終
戦
後
に
復
興
し
、現
在

地（
千
葉
県
松
戸
市
）で
短
期
大

学
を
開
学
す
る
ま
で
の
苦
難
の

道
の
り
に
ま
つ
わ
る
、貴
重
な

資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

正
面
右
側
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

川
並
弘
昭
前
理
事
長
・
学
園
長

の
執
務
室
が
再
現
さ
れ
、実
際

に
使
わ
れ
た
机
か
ら
は
、大
学・

大
学
院
を
開
設
し
、一
貫
教
育

を
つ
く
り
あ
げ
る
ま
で
の
苦
労

が
し
の
ば
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

学
園
の
創
立
か
ら
近
年
に
い
た

る
ま
で
の
学
園
の
出
来
事
を
記

し
た
年
表
が
壁
面
を
覆
い
、学

園
十
七
施
設
の
校
名
の
変
遷

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
口
付
近
に
は
、“
卒
業
ア

ル
バ
ム
”を
見
る
こ
と
も
で
き

る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。入
学
年
あ
る
い
は
卒
業

年
で
検
索
で
き
る
機
能
に
加

え
、担
任
の
先
生
の
名
前
か
ら

も
検
索
で
き
ま
す
。ま
た
、そ
の

隣
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
で
は
、学

園
の
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し

て
、高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
お

言
葉
、川
並
弘
昭
前
理
事
長
・
学

園
長
の
講
話
、創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
、聖
徳
祭
、保
育
研

究
発
表
会
、礼
法
教
育
、学
外

研
修
、学
生
寮
の
生
活
、学
園

の
芸
術
作
品
、セ
ミ
ナ
ー・
ハ
ウ

ス
、附
属
学
校
、た
の
し
み
ま
シ

ョ
ー
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
学
園

の
映
像
記
録
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

本
学
園
の
創
立
か
ら
こ
れ

ま
で
の
発
展
の
歴
史
が
分
か

り
や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。松
戸
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

建
学
記
念
館
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

第
四
十
三
回
千
葉
県
私
学

教
育
功
労
者
表
彰
式
が
昨
年

十
二
月
一
日（
土
）、ア
パ
ホ
テ

ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
東
京
ベ
イ
幕

張（
千
葉
市
）
に
て
行
わ
れ
、

本
学
園
よ
り
八
名
の
教
員
が
、

多
年
に
わ
た
る
千
葉
県
の
私

学
教
育
の
振
興
・
発
展
へ
の

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
八
千
代

市
立
郷
土
博
物
館
協
議
会

委
員
と
し
て
市
政
の
発
展

に
尽
く
し
た
と
し
て
、千

葉
県
八
千
代
市
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
三
十
日（
金
）、

平
成
二
十
四
年
度
聖
徳
大
学

防
災
総
合
訓
練
を
松
戸
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

十
一
時
五
十
五
分
に
大
規
模

地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
学
内
に
非
常
放
送
が
流
れ
、

学
生
や
教
職
員
、附
属
幼
稚
園

の
園
児
、そ
の
他
関
係
者
を
含

め
、真
剣
な
表
情
で
避
難
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。安
否
確
認

シ
ー
ト
を
配
布
し
、記
入
後
に

担
当
者
が
素
早
く
回
収
し
て

枚
数
を
確
認
し
、二
千
九
百
三 

十
六
名
が
避
難
を
完
了
し
ま

し
た
。

　

安
否
確
認
に
は
、昨
年
度
に

引
き
続
き
、学
内
外
を
問
わ
ず

対
応
で
き
る
Ｗｅ
ｂ
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
ま
し
た
。

防
災
に
対
す
る
学
生
の
意
識

は
、日
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 避難状況の報告を受ける自衛消防隊本部

聖
徳
学
園「
建
学
記
念
館
」の

見
ど
こ
ろ
紹
介

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

〝「
実
物
」で
創
立
時
の

息
吹
を
感
じ
よ
う
〟

〝
前
理
事
長
・
学
園
長
の

「
執
務
室
」を
再
現
し
ま
し
た
〟

〝
卒
業
生
の
方
は
ｉ
Ｐａ
ｄ
に

タ
ッ
チ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
〟

３０００人規模で実施
「聖徳大学防災総合訓練」

聖
徳
の
魅
力
発
見
！

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者

表
彰
に
本
学
園
よ
り
八
名

　

昨
年
十
一
月
十
九
日（
月
）

に
、平
成
二
十
六
年
度
教
員
採

用
試
験
に
向
け
て
の「
特
別
講

座
」（
第
一
期
）の
開
講
式
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、仲
瀬
律
久
児
童
学

部
長
、高
尾
公
矢
社
会
福
祉
学

科
長
の
ご
挨
拶
に
続
い
て
、採

用
試
験
に
合
格
し
た
現
四
年

生
七
名
に
試
験
対
策
の
体
験

発
表
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

東
京
・
千
葉
・
埼
玉
等
の
公

立
小
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、

音
楽
専
科
、養
護
教
諭
に
合
格

し
、来
年
四
月
か
ら
教
壇
に
立

つ
先
輩
の
体
験
談
で
す
。特
別

講
座
に
出
席
し
た
児
童
学
科
、

音
楽
総
合
学
科
、社
会
福
祉
学

科
、通
信
教
育
生
、総
勢
百
六 

十
名
の
三
年
生
が
緊
張
し
た

面
持
ち
で
聴
講
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
に
合
格
し
た
時
計

穂
波
さ
ん
は
、「
①
過
去
問
題

を
解
き
、
傾
向
を
知
る
こ
と
、

②
そ
の
傾
向
に
即
し
て
学
習

計
画
を
立
て
る
こ
と
、③
自
分

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
テ
キ
ス
ト

を
選
択
す
る
こ
と
、④
選
択
し

た
テ
キ
ス
ト
の
問
題
を
最
低

三
回
は
繰
り
返
し
解
く
こ
と
、

⑤
自
分
の
ノ
ー
ト
を
作
り
、学

習
の
成
果
を
記
録
に
残
す
こ

と
」等
の
話
を
し
ま
し
た
。他

の
先
輩
方
の
体
験
談
も
説
得

力
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
学
習
を

始
め
る
三
年
生
に
と
っ
て
は
、

心
の
準
備
を
含
め
て
貴
重
な

示
唆
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
第
一
期
の
特
別
講
座

は
、一
月
二
十
五
日（
金
）ま
で

三
十
四
回
に
わ
た
り
十
八
時

か
ら
開
講
し
ま
し
た
。
担
当

は
、
教
職
実
践
セ
ン
タ
ー
の

十
三
名
の
教
授
で
す
。校
長
と

し
て
学
校
経
営
の
経
験
者
で

あ
り
、教
育
委
員
会
等
で
指
導

行
政
に
携
わ
っ
て
き
た
先
生

方
ば
か
り
で
す
。理
論
と
実
践

力
を
兼
ね
備
え
た
優
れ
た
教

員
を
養
成
す
べ
く
特
別
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
セ
ン
タ
ー
長
　
松
山
武
士
）

現役生による体験発表の様子

来
季
に
向
け
た
「
特
別
講
座
」の
開
講

聖
徳
大
学
教
職
実
践
セ
ン
タ
ー

後列左から吉田教諭、原教授、田中准教授、
広瀬副園長、飯島教授、木下教授

知
事
感
謝
状

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園	

広
瀬	

晴
美	
副
園
長

財
団
法
人
千
葉
県
私
学
教
育
振
興
財
団
表
彰

聖
徳
大
学	

児
童
学
部
児
童
学
科	

木
下	

昭
一	

教
授

	

児
童
学
部
児
童
学
科	

鳥
居	

留
美
子	

教
授

	

音
楽
学
部
演
奏
学
科	

原	

佳
之	

教
授

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部	

総
合
文
化
学
科	

飯
島	

と
み
子	

教
授

	
	

保
育
科	

田
中	

ミ
イ
子	

准
教
授

聖
徳
大
学
附
属
女
子
高
等
学
校	

髙
藤	

肇	

教
諭

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校	

	

吉
田	

郁
夫	

教
諭

八
千
代
市
立
郷
土
博
物
館

協
議
会
委
員
表
彰

聖徳大学
川並弘昭記念図書館

参与
椎名		仙卓

【開館時間】8時45分～17時00分
（休館は日曜･祝日､学事日程による休業日）

【場所】聖徳大学8号館1階
【お問い合わせ】聖徳大学川並弘昭記念図書館 

TEL:047-365-1111（大代）

●イトーヨーカドー内エスカ
　レーターを利用できます。
■閉店時は正面の通路階段を
　ご利用ください。

2階入口

5階出口

イトーヨーカドー →

松戸駅
東口

中央公園

北千住→←柏

JR常磐線・JR乗り入れ地下鉄千代田線・新京成線「松戸」駅
下車東口徒歩5分

和の泉

手に浮かぶ単語

創立時の園児用の椅子（右下）

机上には愛用品も展示（右下）

iPad画面

〝「
和
の
泉
」に手

を
か
ざ
そ
う
〟



第64号（3） 平成25年2月1日（金） 本年、学園創立80周年を迎えます。

　

聖
和
会
は
、
本

学
通
信
教
育
部
の

短
期
大
学
部
、
大

学
、
大
学
院
の
同

窓
会
で
、
現
在
四 

千
五
百
名
の
会
員

数
で
活
動
し
て
い

ま
す
。本
会
は「
総

会
」と「
役
員・
支
部

長
研
修
会
」
を
年

度
に
よ
り
交
互
に

開
催
し
て
お
り
、

ま
た
首
都
圏
の
支

部
に
お
い
て
も
支

部
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
六
月
に

大
学
十
号
館
で「
総
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
川
並

弘
純
学
長
も
臨
席
し
、
総
会

で
予
算
、決
算
報
告
、事
業
報

告
の
ほ
か
、事
務
局
か
ら
も
在

学
生
の
現
状
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。総
会
後
の
懇
親
会

で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

同
窓
生
同
士
、
楽
し
く
旧
交

を
深
め
、
二
年
後
の
再
会
を

約
束
し
て
盛
会
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
に
は
神
奈

川
県
支
部
会
、
年
が
明
け
て

東
京
支
部
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
、東
日
本
大
震

災
支
援
の
た
め
、
連
合
同
窓

会
と
協
賛
し
て
盛
岡
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、岩
手
、宮
城
、

福
島
の
三
ヵ
所
に
折
り
紙
や

本
な
ど
の
支
援
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、「
役
員
・
支
部
長
研

修
会
」を
開
催
す
る
年
と
な
っ

て
お
り
、夏
期
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。同
窓
生
の
親
睦
、
在

学
生
へ
の
支
援
と
共
に
、通
信

教
育
部
と
学
園
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
、聖
和
会
も
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

が
国
の
高
齢
者
人
口
は

年
々
増
加
を
続
け
て
お

り
、政
府
の
二
〇
一
二
年
版「
高

齢
社
会
白
書
」に
よ
る
と
、六
十 

五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が

二
〇
一
一
年
十
月
一
日
時
点
で

過
去
最
高
の
二
千
九
百
七
十
五 

万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。高
齢

化
率
は
二
十
三
・
三
％
で
す
。一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
二
〇 

一
〇
年
に
過
去
最
高
の
四
百
七 

十
九
万
人
と
な
り
、五
年
前
よ

り
九
十
三
万
人
増
加
し
ま
し
た
。

◆
要
介
護
高
齢
者
も
年
々
増
加

し
て
お
り
、平
成
十
二
年
に
は

約
二
百
四
十
七
万
人
で
し
た
が
、

平
成
十
九
年
に
は
約
四
百
三
十 

八
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。介
護

職
員
の
需
要
は
高
ま
る
一
方
、

介
護
職
員
が
不
足
す
る
と
い
う

事
態
が
発
生
し
、介
護
職
員
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
そ
の
対
策
と
し
て
、①
失
業

者
を
介
護
職
員
に
誘
導
す
る
、

②
介
護
職
員
の
地
位
向
上
に
努

力
し
、魅
力
あ
る
職
業
に
位
置

づ
け
る
、③
外
国
人
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
、④
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
う
よ
う
に
す
る
、な
ど
の

案
が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
潜

在
的
介
護
福
祉
士（
介
護
福
祉

士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
が
介

護
の
仕
事
を
し
て
い
な
い
）を

再
就
職
に
誘
導
す
る
案
や
、Ｅ

Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）外
国
人

介
護
福
祉
士
候
補
者
の
養
成
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
日
本
人
の
介
護
職
員
が
不
足

す
れ
ば
、接
遇
面
で
も
評
価
が

高
い
と
さ
れ
る
外
国
人
介
護
福

祉
士
を
人
材
確
保
の
一
分
野
と

し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
方

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、私
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
外

国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
支

援
の
在
り
方
や
定
着
の
可
能
性

を
検
討
す
る
た
め
に
、全
国
の

Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
候
補
者
受

け
入
れ
施
設
へ
の
調
査
と
候
補

者
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。高

齢
者
人
口
、要
介
護
高
齢
者
の

増
加
が
著
し
い
中
、だ
れ
が
介

護
を
担
う
の
で
し
ょ
う
か
。

心
理
・
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学

科
教
授
／
専
門
分
野
は
国
際
介

護
福
祉
・
認
知
症
ケ
ア

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

第 回13
赤
羽 

克
子

高
齢
者
人
口
の
増
加
と
介
護

― 

誰
が
介
護
を
担
う
の
か 

―

わ

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所

第
17
回

所
長
の
伝
言
板

　

私
が
所
長
を
拝
命
し
て
以
来
、

児
童
学
研
究
所
で
は
、医
学
・
心

理
学
・
社
会
学
・
保
育
学
な
ど
の

視
点
か
ら
子
ど
も
の
成
長
発
達

を
テ
ー
マ
に
し
た「
子
ど
も
の

発
達
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」と
、教
育

学
の
視
点
か
ら
子
ど
も
の
教
育

を
テ
ー
マ
に
し
た「
子
ど
も
の

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
二
本

柱
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

三
・
一
一
東
日
本
大

震
災
と
そ
れ
に
続
く
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
放
射
線

汚
染
問
題
が
、子
ど
も
を
育
て

て
い
る
保
護
者
に
大
き
な
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。私
は
、長
く

小
児
内
分
泌
学
、特
に
甲
状
腺

の
診
療
に
関
わ
り
、子
ど
も
の

甲
状
腺
が
ん
の
診
療
に
も
従
事

し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
、こ
と
さ
ら
不

安
を
あ
お
る
報
道
を
行
っ
て
い

る
様
に
思
え
ま
す
。あ
る
週
刊

誌
に
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
の

記
事
が
載
り
、あ
た
か
も
今
回

の
事
故
で
が
ん
が
発
症
し
た
か

の
様
な
内
容
で
し
た
。取
材
を

受
け
た
医
療
関
係
者
に
は
、私

が
よ
く
知
っ
て
い
る
人
た
ち
も

多
く
、い
か
に
情
報
が
勝
手
に

改
ざ
ん
さ
れ
た
か
を
知
り
、怒

り
さ
え
覚
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
の「
子
ど
も
の
発
達

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、放
射
線
汚

染
の
問
題
と
子
ど
も
の
甲
状
腺

が
ん
を
中
心
に
企
画
し
ま
し
た
。

ヨ
ー
ド
摂
取
量
と
の
関
係
、福

島
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力

発
電
所
事
故
と
の
比
較
、近
年

普
及
し
て
き
た
バ
セ
ド
ウ
病
に

対
す
る
放
射
性
ヨ
ー
ド
療
法
等

を
通
し
、専
門
家
に
そ
の
真
実

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

所長

松浦 信夫

・会場：聖徳大学1号館香順メディアホール

お知らせ
聖徳大学児童学研究所主催

第7回 子どもの発達シンポジウム

内容：「ヨード摂取と甲状腺がん予防の真実
―日本人のヨード摂取傾向からわかること」

内容：「放射線被曝と子どもの将来の健康の真実
―福島とチェルノブイリの比較からわかること」

内容：「放射性ヨードが健康に及ぼす影響の真実
―治療に使う放射性ヨードの影響からわかること」

通
信
教
育
部
同
窓
会
「
聖
和
会
」活
動
報
告

総会での記念撮影（10号館前にて）

　

昨
今
は
、日
本
社
会
の
変
化

と
と
も
に
家
族
関
係
も
親
子
関

係
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
方
向
性
が
気
に
な
る
時

代
で
す
。第
一
部
は
基
調
講
演

と
し
て
、岡
堂
哲
雄
教
授（
本
学

心
理
・
福
祉
学
部
長
、同
大
学
院

臨
床
心
理
学
研
究
科
長
）に
よ

る「
変
わ
り
ゆ
く
家
族
～
無
縁

社
会
と
ど
う
向
き
合
う
か
～
」、

第
二
部
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
日

本
の
家
族
の
未
来
に
つ
い
て
考

え
る
」と
し
て
、村
尾
泰
弘
教
授

（
立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部
子

ど
も
教
育
福
祉
学
科
）に
よ
る

「
現
代
非
行
の
特
徴
」、佐
々
木

裕
子
准
教
授（
本
学
心
理
・
福
祉

学
部
心
理
学
科
）に
よ
る「
ア
メ

リ
カ
の
家
族
は
今
」、三
好
和
子

講
師（
同
心
理
学
科
）
に
よ
る

「
家
族
療
法
の
立
場
か
ら
見
た

家
族
の
未
来
」の
各
講
演
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

最
後
に
自
由
な
討
論
を
通
じ

て
、参
加
者
全
員
で
上
記
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
深
く
、広
い
知
識

を
共
有
し
ま
す
。奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

第
二
回 

聖
徳
大
学
心
理
教
育
相
談
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
家
族
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

 

～
日
本
の
家
族
は

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
～
」

・会場：聖徳大学生涯学習社会貢献センター
（聖徳大学１０号館）14階

・日時：3月2日（土）13：00〜15：00

●
セブンイレブン

セブンイレブン

●

←西日暮里
　（地下鉄千代田線）

←上野
　（JR常磐線）

柏→

（新京成線）

イトーヨーカドー

松戸駅

東口

松戸中央公園

団地

聖徳大学

聖徳大学10号館

聖徳大学
心理教育相談所
聖徳大学
心理教育相談所

西日暮里→
上野→

←柏

イトーヨーカドー

松戸駅

東口

松戸中央公園

団地

聖徳大学

聖徳大学10号館

聖徳大学
心理教育相談所
聖徳大学
心理教育相談所

聖徳大学
10号館

イトーヨーカドー

松戸駅

東口

聖徳大学

北千住→←柏

　

昨
年
十
二
月
二
日（
日
）、聖

徳
大
学
体
育
館
を
舞
台
に「
第

二
十
一
回
学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
行
わ
れ
、過
去
最
高
と
な
る

大
学
・
短
期
大
学
部
の
寮
生
三 

百
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、各
寮
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
交
流
を
深
め
、寮
生

活
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
寮
生
の
発
案
に
よ
り
、

競
技
種
目
を
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、ム
カ
デ
競
争
、ク
イ
ズ
、

リ
レ
ー
の
六
つ
に
変
更
し
、運

動
が
苦
手
な
人
で
も
楽
し
め
る

よ
う
な
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、例
年
に
増
し
て

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

な
か
で
も
最
終
競
技
の
リ
レ
ー

で
は
烈
火
の
ご
と
く
声
援
が
飛

び
交
う
中
、各
寮
選
抜
の
二
十

名
が
華
麗
な
走
り
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

寮
生
た
ち
は
、本
大
会
を
通

し
て
よ
り
深
ま
っ
た「
寮
の
和
」

を
今
後
の
寮
生
活
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

ムカデ競争

学
寮
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

総
合
順
位

優　

勝
：
和わ

心し
ん

寮り
ょ

／う
松
戸
市
常
盤
平

第
２
位
：
富ふ

じ

み
士
見
寮り

ょ
／う

松
戸
市
松
飛
台

第
３
位
：
順じ

ゅ
ん
わ和

寮り
ょ

／う
松
戸
市
小
金
原

第
４
位
：
香こ

う
ふ
う風
寮り
ょ
／う

松
戸
市
稔
台
■

社会福祉学科の介護実習（レクリエーション）

社会福祉学科の介護実習（手浴）

講演者：原田 正平
（聖徳大学兼任講師、国立成育医療研究センター

成育医療政策科学研究室長）

講演者：高田 純 （札幌医科大学教授［放射線防護学］）

講演者：吉村 弘（伊藤病院内科部長）

●イトーヨーカドー内エスカレーターを
　利用できます。
■閉店時は正面の通路階段をご利用
　ください。

2階入口

5階出口

イトーヨーカドー →

松戸駅
東口

中央公園

北千住→←柏

JR常磐線・新京成線「松戸」駅下車東口徒歩5分

JR常磐線・新京成線「松戸」駅下車東口徒歩1分

平成25年3月9日（土）13：00〜17：00

「放射線被曝と子どもの健康
―真実を明らかにして正しい理解のために」



第64号 （4）平成25年2月1日（金）本年、学園創立80周年を迎えます。

　

昨
年
十
二
月
二
日（
日
）、

「
第
十
六
回
全
国
高
校
生
創
作

コ
ン
テ
ス
ト
」（
國
學
院
大
學
・

高
校
生
新
聞
社
主
催
）の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
附

属
女
子
高
・
文
芸

ク
ラ
ブ
部
員
の
西

尾
蒔
紀
さ
ん（
高

校
一
年
）
の
作
品

『
透
明
な
壁
』
が
、

上
位
十
八
作
品
の

一
つ
に
選
ば
れ
ま

し
た
。全
国
二
百
九
十
七
の
高

校
か
ら「
現
代
詩
の
部
」に
は
、

千
百
三
十
七
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
九
日（
日
）、「
第

五
十
六
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表

会
」が
三
田
校
舎
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
研
究
は
、聖
徳
大
学

短
期
大
学
部
と
合
同
で
行
う
伝

統
あ
る
発
表
会
で
す
。今
年
度

は
一
部
二
年
生
、二
部
三
年
生
、

そ
し
て
、同
短
大
部
二
部
三
年

生
の
十
六
グ
ル
ー
プ
が
、「
保

育
問
題
」「
幼
児
心
理
」な
ど
十

の
領
域
に
つ
い
て
、指
導
教
員

の
指
導
の
も
と
、一
つ
の
テ
ー

マ
を
納
得
い
く
ま
で
探
求
し
ま

し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
仲

間
と
の
協
力
、「
和
の
心
」を
学

ぶ
こ
と
も
聖
徳
な
ら
で
は
の
特

色
で
す
。パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も

す
っ
か
り
定
着
し
、初
め
は
パ

ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
学

生
が
次
第
に
上
手
に
扱
え
る
よ

う
に
な
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
聞
き
応
え
、

見
応
え
の
あ
る
発
表
に
対
し
、

多
数
参
加
し
た
聖
徳
大
学
、同

短
大
部
、聖
徳
学
園
三
田
幼
稚

園
・
八
王
子
中
央
幼
稚
園
・
多
摩

中
央
幼
稚
園
、専
門
学
校
の
教

員
か
ら
心
温
ま
る
助
言
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、聴
講
し
た
一
部

一
年
生
、二
部
一
・
二
年
生
か
ら

の
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、意
義

の
あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、グ
ル
ー
プ
の

仲
間
で
深
め
合
っ
た
研
究
の

成
果
と
、自
ら
学
ぶ
こ
と
の
楽

し
さ
を
知
っ
た
経
験
を
今
後

の
幼
児
教
育
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

趣向を凝らした学生のプレゼンテーション

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

「
第
十
六
回 

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
」

入
選

西尾 蒔紀さん

短
大
部
と
合
同
で
学
ぶ

「
第
五
十
六
回 

 

グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会
」開
催

　

昨
年
十
一
月
十
七
日（
土
）、

「
第
一
回
入
学
前
学
習
説
明
会
」

を
三
田
校
舎
で
実
施
し
ま
し
た
。

四
月
の
入
学
式
ま
で
の
期
間
を

有
意
義
に
過
ご
し
、ス
ム
ー
ズ

に
学
園
生
活
お
よ
び
授
業
に
入

れ
る
よ
う
実
施
し
て
い
る
こ
の

説
明
会
も
今
年
で
八
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
入
試
・
前

期
Ｂ
日
程
ま
で
の
入
学
手
続
き

者
の
う
ち
十
四
名
が
参
加
し
、全

体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
十 

五
分
）、ピ
ア
ノ
説
明
会（
九
十

分
）、Ａ
Ｏ
入
試
合
格
者
の
入
学

前
課
題
学
習
会（
六
十
分
）の
内

容
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

入
学
前
課
題
に
つ
い
て
は
、

入
学
後
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト

等
を
配
付
し
、説
明
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、課
題
内
容
に
は
、

入
学
後
、実
習
録
等
の
文
章
作

成
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
の

で
、「
自
己
の
活
動
記
録
」や「
コ

ラ
ム
記
事
の
書
き
写
し
お
よ
び

そ
の
感
想
」な
ど
が
加
わ
り
ま

し
た
。

　

ピ
ア
ノ
説
明
会
で
は
、「
入
学

前
・
入
学
後
の
ピ
ア
ノ
学
習
に

つ
い
て
」の
説
明
後
、全
員
が
実

際
に
ピ
ア
ノ
に
触
れ
な
が
ら
の

レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。最

初
の
う
ち
は
表
情
の
硬
か
っ
た

皆
さ
ん
も
、次
第
に
、保
育
学
生

の
卵
ら
し
い
豊
か
な
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
合
格
者
の
入
学
前

課
題
学
習
会
で
は
、八
名
の
参

加
者
が
保
育
関
連
の
新
聞
記
事

を
切
り
抜
き
、選
択
し
た
記
事

の
ま
と
め
と
発
表
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
学
習
会
は
保
育
学
生

に
な
る
と
い
う
期
待
と
自
覚
を

持
つ
た
め
の
大
切
な
機
会
で
す
。

　

こ
の
後
、第
二
回（
一
月
二
十

日
）、第
三
回（
二
月
二
十
三
日
）、

第
四
回（
四
月
二
日
）、さ
ら
に
、

新
入
生
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
を

三
回（
十
二
月
十
六
日
、二
月

三
日
、三
月
十
七
日
）実
施
し

ま
す
。

入
学
準
備
も
万
全

「
入
学
前
学
習
説
明
会
」を
実
施
し
ま
し
た

『
透
明
な
壁
』　
　
西
尾 

蒔
紀

僕
だ
け
が
感
じ
る
壁
が
あ
る

誰
も
知
ら
な
い

誰
も
見
え
な
い

そ
ん
な
、透
明
な
壁
が

少
な
く
と
も
そ
の
壁
を
作
る
君
た
ち
は

感
じ
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
ね

輪
を
作
っ
て
話
す
く
せ
に

輪
の
中
に
ま
で
い
れ
る
く
せ
に

そ
の
く
せ
、壁
を
作
る
ん
だ

透
明
な
、分
厚
い
壁
を

近
く
ま
で
は
よ
せ
る
く
せ
に

肝
心
な
と
こ
ろ
に
は
決
し
て
踏
み
入
ら
せ
ず

仲
間
三
人
だ
け
で
自
己
完
結

感
じ
な
い
で
し
ょ
う
ね

寂
し
く
て
、惨
め
で
、好
き
な
の
に

と
て
も
憎
い
、こ
ん
な
感
情
な
ん
て

ど
う
せ
こ
ん
な
も
の
の
存
在
す
ら
も

知
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
？

な
ん
て
残
酷
な
、僕
の
と
も
だ
ち

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環（
キ
ャ

リ
ア
ス
タ
デ
ィ
Ⅰ
）と
し
て
、短
期

大
学
部
総
合
文
化
学
科
一
年

生
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に「
Ｂ
Ｉ
Ｓ

Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
新
聞
」を
作
成
し
、

昨
年
十
二
月
十
五
日（
土
）、第

七
回「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
新
聞
」

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
大
学
七

号
館
で
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
協

力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、新
聞
部
門
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
も

に
来
賓
、教
職
員
、学
生
か
ら

圧
倒
的
な
支
持
を
得
た
図
書

館
司
書
、
養
護
・
保
健
グ
ル
ー

プ
の「
自
立
へ
の
猛
稽
古
～
親

方
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
し
た
。

松
戸
市
に
あ
る「
佐
渡
ヶ
嶽
部

屋
」を
訪
れ
て
、稽
古
の
様
子

や
一
日
の
生
活
時
間
を
詳
細

に
取
材
し
ま
し
た
。男
社
会
の

代
表
で
あ
る
相
撲
部
屋
に
女

子
大
生
が
訪
問
。親
方
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、自
主
性
、自

己
管
理
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
知
り
ま
し
た
。

　

第
二
位
は
、Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光
・
ホ
テ
ル

グ
ル
ー
プ
の「
星
の
世
界
」で

し
た
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
紹

介
や
十
二
月
の
流
星
群
な
ど

の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。第
三

位
は
、
フ
ー
ド
・
調
理
、
製
菓
、

幼
児
栄
養
グ
ル
ー
プ
の「
デ
パ

地
下
に
つ
い
て
」で
し
た
。他

に「
活
字
離
れ
」「
食
生
活
」「
夢

の
国
」「
お
し
ゃ
れ
ア
イ
テ
ム
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

新
聞
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
、来
賓
の
コ
ク
ヨ

グ
ル
ー
プ
・
小
谷
野
公
次
氏
、

日
本
文
芸
社
・
水
波
康
氏
、
松

戸
市
立
松
戸
高
校
・
椿
仁
三
千

先
生
か
ら
講
評

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ラ
ン
チ

で
学
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
テ
ー

マ
を
選
択
し
て
、

取
材
、
調
査
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
新
聞
を

作
成
し
て
い
る

こ
と
が
よ
か
っ

た
」と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し

た
。

【BISOCIE（ビソシエ）】
Become Independent in Society ;社会
で自立するという意味の造語で、総合文
化学科のキャリア教育を象徴する言葉で
す。「自立した女性として社会で活躍して
ほしい」という願いをこめて、学生たちが
制作するウェブ新聞のタイトルにもなっ
ています。

紙
面
づ
く
り
を
通
じ
て
自
立
し
た
女
性
へ

第
七
回
「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
新
聞
」

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

ビ
ソ
シ
エ

図書館司書、養護・保健グループのプレゼン
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取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

昨
年
十
二
月
十
日（
月
）、高

校
一
年
生
を
対
象
に
進
路
を
考

え
る
機
会
と
し
て
、聖
徳
大
学

（
児
童
学
部
、心
理
・
福
祉
学
部
、

人
文
学
部
、人
間
栄
養
学
部
、音

楽
学
部
）、聖
徳
大
学
短
期
大
学

部（
保
育
科
、総
合
文
化
学
科
）

か
ら
十
二
名
の
先
生
が
来
校
、

学
部
十
講
座
、短
大
部
二
講
座

の
出
張
授
業
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、興
味
関
心
の

あ
る
分
野
の
授
業
を
そ
れ
ぞ
れ

二
コ
マ
選
択
し
て
授
業
を
受
け

ま
し
た
。先
生
方
は
専
門
分
野

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・シ
ド
ニ
ー

に
あ
る
附
属
女
子
中
高
の
姉
妹

校
Ｍ
Ｌ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
か
ら
二
人

の
留
学
生
が
、昨
年
十
二
月
七

日（
金
）に
来
日
し
ま
し
た
。う

ち
一
人
は
一
月
十
八
日（
金
）ま

で
の
四
十
三
日
間
、も
う
一
人
は

を
か
み
く
だ
い
て

お
話
し
く
だ
さ
り
、

生
徒
た
ち
は
真
剣

に
参
加
し
ま
し
た
。

各
講
座
で
は
、専
門

分
野
の
話
に
加
え

て
、大
学
で
学
ぶ
こ

と
の
意
義
や
研
究

の
方
法
に
つ
い
て

も
詳
し
く
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
一
年
生
の

終
わ
り
に
は
、将
来

の
自
分
を
見
据
え

な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま

二
月
一
日（
金
）ま
で
の
五
十
七

日
間
滞
在
し
ま
し
た
。

　

日
本
に
来
る
の
は
初
め
て
と

い
う
彼
女
た
ち
は
、成
田
空
港

に
到
着
し
た
と
同
時
に
地
震
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、不
安
よ
り
も
日

な
選
択
を
し

て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

自
分
の
適
性

を
し
っ
か
り

見
極
め
、夢
と

現
実
を
冷
静

に
照
ら
し
合

わ
せ
て
、具
体

的
な
進
路
目

標
を
掲
げ
る

こ
と
に
な
り

ま
す
。生
徒
た

ち
に
と
っ
て

は
、意
識
の
高

揚
、進
路
選
択

を
考
え
る
上

で
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま

し
た
。

本
の
地
を
実
際
に
踏
ん
で
い
る

と
い
う
事
実
に
興
奮
し
、と
て

も
前
向
き
に
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。期
間
中
、Ｍ
Ｌ
Ｃ

の
生
徒
は
基
本
的
に
全
て
の
行

動
を
本
校
の
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー

と
共
に
す
る
の
で
、
授
業
、
会

食
、友
和
班
清
掃
な
ど
に
も
参

加
し
ま
す
。三
か
ら
五
つ
の
家

庭
を
順
々
に
回
り
、そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
生
活
を
体
験
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
に
は
日
本
特
有
の

お
正
月
文
化
を
経
験
し
、一
月

八
日（
火
）に
は
、体
育
館
で
行

わ
れ
る
書
初
め
席
書
大
会
に
も

参
加
し
、日
本
文
化
の
一
つ
で

あ
り
、本
校
が
大
切
に
し
て
い

る
書
写
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

夏
に
本
校
か
ら
Ｍ
Ｌ
Ｃ
へ
留

学
し
た
時
に
知
り
合
っ
た
友

達
と
の
再
会
が
あ
り
、
ま
た
、

新
し
い
友
達
の
輪
を
作
る
な

ど
交
友
関
係
を
よ
り
広
く
深

め
た
よ
う
で
す
。日
本
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
学
校
や
家
庭
の

習
慣
の
違
い
を
体
験
し
つ
つ
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

全
国
の
中
学
生
を

対
象
と
し
た（
公
財
）

生
命
保
険
文
化
セ
ン

タ
ー
主
催「
第
五
十
回

中
学
生
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
」で
、取
手
聖
徳

女
子
中
か
ら
二
名
が

入
賞
す
る
快
挙
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
、文
部
科
学
省
、金

融
庁
、全
日
本
中
学
校

長
会
の
後
援
、（
社
）生

命
保
険
協
会
の
協
賛
で
、昭
和

三
十
八
年
よ
り「
わ
た
し
た
ち

の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」を
作

文
の
課
題
テ
ー
マ
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
五
十
回
の
節
目
を
迎
え
た

今
回
は
、全
国
の
中
学
校
千
百 

十
六
校
よ
り
二
万
七
千
五
百 

三
十
八
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。中
学
二
年
の
坂
口
麻
由
さ

ん
が
都
道
府
県
別
生
命
保
険
文

化
セ
ン
タ
ー
賞
一
等（
作
文
題

名「
私
を
支
え
る
生
命
保
険
」）、

中
学
二
年
の
浦
野
り
ょ
う
さ
ん

が
同
三
等（
作
文
題
名「
生
命
保

険
に
つ
い
て
考
え
て
」）に
そ
れ

ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
じ
中
学
校
、同
じ
学
年
か

ら
上
位
に
二
名
も
入
賞
す
る
こ

と
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で

す
。

第
３
回
ヨ
ー
ロッパ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

in Japan

日
本
ホ
ル
ン
協
会

,13 
ジ
ュニ
ア
ソ
ロ
ホ
ル
ン
コ
ン
ク
ー
ル

第
22
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク音

楽
コ
ン
ク
ー
ル

大
田 

日
向
子
さ
ん

（
附
属
女
子
高
３
年
）

デ
ィ
プ
ロ
マ
賞

カ
テ
ゴ
リ
ー
２

時
田 

佳
奈
さ
ん

（
附
属
女
子
高
2
年
）

第
２
位

●
声
楽
部
門

田
村 

紗
梨
緒
さ
ん

（
附
属
女
子
高
2
年
） 

入
選

●
ピ
ア
ノ
部
門

田
澤 

碧
さ
ん

（
取
手
聖
徳
女
子
高
1
年
） 

入
選

●
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
部
門

常
世
田 

美
里
さ
ん

（
附
属
女
子
高
3
年
） 

入
選

●
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
部
門

栗
山 

憧
子
さ
ん

（
取
手
聖
徳
女
子
高
3
年
） 

第
５
位

●
オ
ー
ボ
エ
部
門

伊
庭 

優
希
さ
ん

（
取
手
聖
徳
女
子
高
1
年
） 

第
５
位

●
フ
ル
ー
ト
部
門

畠
山 

奏
子
さ
ん

（
取
手
聖
徳
女
子
高
3
年
） 

第
4
位

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
に
よ
る

「
出
張
授
業
」

オーストラリアの姉妹校から
留学生が来ました

出張授業の様子

校舎にて記念撮影

生
命
保
険
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
第
五
十
回 

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」で

二
名
入
賞

坂口麻由さん（左）と浦野りょうさん（右）

　

昨
年
十
月
二
十
日（
土
）、中

川
学
園
調
理
技
術
専
門
学
校
に

て
、「
平
成
二
十
四
年
度
茨
城
県

牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

取
手
聖
徳
女
子
高
か
ら
は
、普

通
科
特
別
進
学
コ
ー
ス
二
年
の

鈴
木
麻
美
さ
ん
、進
学
コ
ー
ス

二
年
の
坂
巻
朱
音
さ
ん
、音
楽

科
二
年
の
島
袋
里
瑛
さ
ん
が
書

類
審
査
を
通
過
し
、実
技
審
査

に
臨
み
ま
し
た
。

　

実
技
審
査
の
結
果
、鈴
木
さ

ん
が「
魚
介
た
っ
ぷ
り
ミ
ル
ク
リ

ゾ
ッ
ト
」で
優
秀
賞（
コ
ン
ク
ー

ル
部
門
第
二
位
）を
受
賞
し
、茨

城
県
代
表
と
し
て
十
一
月
十
日

（
土
）、南
池
袋
の
武
蔵
野
調
理

師
専
門
学
校
で
行
わ
れ
た
関
東

生
乳
販
連
主
催「
第
一
回
牛
乳

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
関
東
大
会
」

に
進
出
し
ま
し
た
。こ
の
大
会

に
は
、一
都
八
県
で
の
地
区
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
十
八
名
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
「
①
材
料
費
二
千
円
以
内
、②

牛
乳
使
用
基
準
二
〇
〇
ml
以
上
、

③
後
片
付
け
を
含
む
六
十
分
以

内
の
調
理
時
間
」の
条
件
で
四

人
分
を
実
際
に
調
理
し
、普
及

性
、材
料
の
入
手
の
し
や
す
さ
の

ほ
か
、独
創
性
や
味
覚
な
ど
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
。審
査
委
員
は
、

中
村
昌
次
氏（
審
査
委
員
長
・
学

校
法
人
後
藤
学
園
理
事
）、井
田

仲
弘
氏（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
総
料
理
長
）、小
山
浩
子
氏

（
料
理
家
・
管
理
栄
養
士
）、増
山

英
子
氏（
酪
農
と
ち
ぎ
女
性
会

会
長
）が
務
め
、鈴
木
さ
ん
は
見

事
、第
二
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。短
い
準
備
練
習
期
間
、そ

し
て
、大
会
当
日
は
修
学
旅
行

に
出
発
す
る
２
日
前
と
い
う
厳

し
い
状
況
で
の
出
場
で
し
た
。

　

な
お
、飲
み
物
部
門
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、茨
城
県
大
会
に
出

場
し
た
坂
巻
さ
ん
の「
ト
マ
ト

シ
ェ
イ
ク
」は
、水
戸
駅
構
内
の

ミ
ル
ス
タ
で
販
売
さ
れ
る
予
定

で
す
。

「
第
一
回 

牛
乳
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
関
東
大
会
」で

第
二
位
受
賞鈴木麻美さん

附
属
高
校

音
楽
科
生
徒
の
活
躍

大田日向子さん時田 佳奈さん

田村 紗梨緒さん

田澤 碧さん

常世田 美里さん

栗山 憧子さん伊庭 優希さん

畠山 奏子さん

・ 

全
国
大
会
：
平
成
24
年
12
月
2
日（
日
）

浜
離
宮
朝
日
ホ
ー
ル

・ 

全
国
大
会
：
平
成
25
年
1
月
6
日（
日
）

昭
和
音
楽
大
学
新
百
合
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス

ス
タ
ジ
オ
ブ
リ
オ

・ 

全
国
大
会
：
平
成
24
年
12
月
6
日（
木
）～
12
月
26
日（
水
）

か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ　

ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル

附属女子中学校・高等学校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
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昨
年
十
一
月
二
十
八
日

（
水
）、「
十
一
月
生
ま
れ
の
誕

生
祝
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
生
ま
れ
の
誕
生
児
が

入
場
す
る
と
、大
き
な
拍
手
で

迎
え
ら
れ
、舞
台
の
上
へ
と
進

み
ま
し
た
。一
人
ひ
と
り
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
、う
れ
し
そ
う

に
返
事
を
す
る
姿
が
み
ら
れ

ま
し
た
。そ
の
後
、
み
ん
な
で

誕
生
祝
会
の
歌
を
歌
い
ま
し

た
。「
広
い
世
界
の
真
ん
中
に

一
つ
の
命
が
生
ま
れ
た
よ

…
」。こ
れ
は
、川
並
知
子
総
園

長
監
修
の
下
、
聖
徳
幼
稚
園

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
ら
れ
た
歌

で
す
。

　

そ
し
て
、先
生
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
は
、な
ん
と
魔
法
使

い
が
幼
稚
園
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。「
魔
法
の
水
」や「
破
れ

な
い
新
聞
紙
」な
ど
の
魔
法
に

園
児
た
ち
は
び
っ
く
り
！
水

が
ジ
ュ
ー
ス
に
変
わ
っ
た
り
、

破
れ
て
い
た
は
ず
の
新
聞
紙

が
破
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

園
児
が
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た
お
や
つ
は
、年
少
児
と
年

中
児
が
育
て
た「
さ
つ
ま
芋
」で
、

栄
養
士
の
先
生
が「
ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
」を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。毎
月
繰
り
返
さ
れ
る
誕
生

祝
会
で
す
が
、そ
の
都
度
命
の

大
切
さ
や
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

おやつのスイートポテトに夢中

　

昨
年
十
一
月
二
十
日（
火
）

か
ら
成
田
日
航
ホ
テ
ル
を
会

場
に
、二
泊
三
日
の
勉
強
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。中
学
受
験
を

見
据
え
、勉
強
に
対
す
る
意
欲

と
自
覚
を
育
て
る
た
め
、四
年

生
九
十
八
名
の
児
童
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。一
人
ひ
と
り

目
標
を
持
っ
て
臨
ん
だ
児
童

た
ち
は
、先
生
の
講
話
を
真
剣

に
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。そ

こ
で
は
、学
力
を
高
め
る
秘
訣

は「
集
中
す
る
こ
と
」と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
塾
の
講
師
の

先
生
か
ら
、
国
語
・
算
数
の
学

習
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
指
導
い

た
だ
き
、自
学
自
習
で
実
践
し

ま
し
た
。ま
た
、
川
並
弘
純
理

事
長
・
学
園
長
や
附
属
小
の
主

事
で
も
あ
る
川
並
芳
純
附
属

女
子
中
高
校
長
も
成
田
ま
で

足
を
運
び
、叱
咤
激
励
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。し
お
り
の
メ

モ
欄
が
全
て
埋
ま
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
に
メ
モ
を
と
る
児
童

た
ち
を
見
て
い
る
と
、や
る
気

の
芽
が
し
っ
か
り
と
育
っ
て

い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、児
童
た
ち
の
心

に
火
を
付
け
た
の
は
、機
体
整

備
工
場
へ
の
社
会
科
見
学
で
す
。

見
上
げ
る
と
首
が
痛
く
な
る

ほ
ど
大
き
な
飛
行
機
を
目
の

前
に
、整
備
士
さ
ん
か
ら
詳
し

く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、満

足
げ
な
顔
で
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
得
た
や
る
気
や
育
っ

た
力
を
実
行
に
移
し
、継
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、学
校

で
も
日
々
指
導
を
続
け
て
い

ま
す
。

社会科見学では、今まで知らなかった飛行機の秘密を知ることができました

四
年
生
で
挑
戦
す
る

「
勉
強
合
宿
」

　

毎
年
、
附
属
小
学
校
で
は

十
二
月
に「
行
く
年
を
送
る
集

会
」を
行
い
ま
す
。一
年
生
と

六
年
生
が
集
会
に
参
加
し
て

一
緒
に
お
も
ち
を
食
べ
ま
す

（
昨
年
十
二
月
十
九
日（
水
）に

実
施
し
ま
し
た
）。体
育
館
に

三
つ
の
臼
と
杵
を
用
意
し
て
、

一
、二
、三
組
の
ク
ラ
ス
ご
と

に
分
か
れ
て
も
ち
つ
き
を
行

い
ま
す
。も
ち
つ
き
は
、
本
格

的
に
炊
い
た
も
ち
米
を
こ
ね

て
つ
き
ま
す
。

　

今
で
は
め
ず
ら
し
く
な
っ
た

も
ち
つ
き
に
児
童
た
ち
は
興
味

津
々
で
、実
際
に
杵
を
持
つ
と
、

一
年
生
、六
年
生
と
も
に
予
想

以
上
の
重
さ
に
驚
き
ま
す
。そ

の
重
さ
を
利
用
し
て
振
り
下

ろ
し
て
つ
い
た
出
来
た
て
の

お
も
ち
は
、食
べ
て
み
る
と
と

て
も
柔
ら
か
く
お
米
本
来
の

甘
み
が
口
に
広
が
り
ま
す
。

　

食
べ
る
時
に
は
、明
和
班
で

同
じ
班
の
一
年
生
と
六
年
生

で
交
流
を
し
な
が
ら
楽
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。み
ん
な
お

か
わ
り
も
い
っ
ぱ
い
し
ま
し

た
。臼
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
お

も
ち
は
、み
る
み
る
減
っ
て
い

き
、ど
の
臼
も
空
っ
ぽ
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
年
生
は
こ
の
六
年
生
と

の
思
い
出
を
忘
れ
ず
に
、六
年

生
に
な
っ
た
時
、自
分
た
ち
も

同
じ
よ
う
に
お
世
話
を
し
ま

す
。
六
年
生
は
今
回
の
集
会

で
、『
行
く
年
の
中
学
受
験
』と

い
う
大
き
な
挑
戦
に
立
ち
向

か
う
英
気
を
養
い
ま
し
た
。

行
く
年
を
送
る
集
会

つきたてのおもちをおいしくいただきました

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
当
番
活
動

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

　

八
王
子
中
央
幼
稚
園
で
は
、

年
中
組
は
二
学
期
か
ら
少
し

ず
つ
、年
長
組
は
一
学
期
か
ら

全
面
的
に
当
番
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。活
動
の
内
容
は

学
年
ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、

ど
の
園
児
も
同
じ
グ
ル
ー
プ

の
友
達
と
一
緒
に
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

年
長
組
の
活
動
内
容
は
、園

児
た
ち
の
一
番
人
気
の
給
食

当
番
で
す
。配
膳
用
の
エ
プ
ロ

ン
と
帽
子
を
身
に
付
け
、お
盆

や
お
皿
、箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど

を
配
っ
た
り
、グ
ル
ー
プ
の
み

ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
、そ

の
日
の
給
食
時
の
約
束
事
を

決
め
、い
た
だ
き
ま
す
の
あ
い

さ
つ
の
際
に
発
表
し
て
い
ま

す
。二
番
人
気
は
、
お
掃
除
当

番
で
す
。給
食
後
、
子
ど
も
用

の
小
ぼ
う
き
で
ご
み
を
集
め

拾
い
、
雑
巾
掛
け
を
行
い
ま

す
。初
め
の
こ
ろ
は
雑
巾
が
う

ま
く
絞
れ
ず
、掃
除
後
、保
育

室
内
は
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、練
習
の
か

い
あ
っ
て
今
で
は
と
て
も
上
手

に
絞
り
、床
掃
除
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
し
た
。 

時
々
、廊
下

や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
も
行
い
ま

す
が
、園
児
た
ち
は
喜
ん
で
友

達
と
競
争
し
た
り
し
て
遊
び

の
一
つ
と
し
て
楽
し
ん
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、見
廻
り
当
番
、お

手
伝
い
当
番
、人
数
報
告
当
番

等
が
あ
り
、給
食
後
の
お
盆
洗

い
や
、ご
み
の
分
別
が
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
各
保
育
室
を

見
廻
り
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
し
て

い
ま
す
。朝
の
会
で
は
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
そ
の
日
の
リ
ー
ダ

ー
が
順
番
に
名
前
を
呼
び
、出

席
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

当
番
活
動
を
通
し
て
、友
達
と

協
力
す
る
こ
と
、助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
、難

し
さ
を
感
じ
た

り
し
な
が
ら
、友

達
関
係
を
深
め

て
い
ま
す
。
ま

た
、グ
ル
ー
プ
ご

と
に
一
つ
の
仕

事
を
終
え
た
時

の
達
成
感
や
満

足
感
を
味
わ
う

こ
と
で
、一
人
ひ

と
り
の
自
信
に

つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。今

後
も
当
番
活
動

を
楽
し
ん
で
行

い
な
が
ら
成
長

で
き
る
よ
う
援

助
し
て
ま
い
り

ま
す
。

友達と雑巾掛け楽しいな

こ
ん
な
に
大
き
く

な
り
ま
し
た

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

自学自習では、静まりかえった空間に鉛筆の音だけが響いていました

附属幼稚園ホールに集まりました
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附
属
成
田
幼
稚
園
で
は
、毎

年「
勤
労
感
謝
」の
意
を
込
め

て
近
隣
の
交
番
や
駅
な
ど
に

行
き
、手
作
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、そ
の
仕
事

の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。昨
年
も
十
一

月
の
最
終
週
に
、年
中
児
が
交

番
と
郵
便
局
、年
長
児
が
Ｊ
Ｒ

成
田
駅
と
千
葉
交
通
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
成
田
駅
で
は
助
役
さ

ん
の
案
内
で
、ホ
ー
ム
に
降
り

て
実
際
に
電
車
が
到
着
す
る

と
こ
ろ
を
見
な
が
ら
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。
園
児
か
ら
の

「
線
路
は
何
で
で
き
て
い
る
ん

で
す
か
？
」な
ど
の
質
問
に
も

丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

千
葉
交
通
で
は
高
速
バ
ス

に
乗
せ
て
い
た
だ
き
、バ
ス
専
用

の
大
き
な
洗
車
機
に
入
っ
た

り
、バ
ス
の
整
備
の
様
子
を
見

せ
て
い
た
だ
き
、普
段
は
で
き

な
い
経
験
に
大
興
奮
で
し
た
。

　

園
児
た
ち
が
、「
勤
労
感
謝

の
日
」を
機
に
、自
分
た
ち
の

身
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
の

人
が
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
仕

事
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
で
、

不
自
由
な
く

幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
け
る

と
い
う
こ
と

に
気
付
き
、

そ
の
こ
と
に

「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う

感
謝
の
気
持

ち
が
持
て
る

よ
う
、
日
ご

ろ
か
ら
努
め

て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま

す
。

手作りのカレンダーを渡しました（千葉交通）

　

多
摩
中
央
幼
稚
園
で
は
、年

間
を
通
し
て
計
三
回
の
保
育

参
観
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。三

学
期
の
保
育
参
観
で
は
、
幼
稚

園
生
活
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
な
ど
を
通
し
て
、友
達

と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
の
楽
し
さ
や
達
成
感
を
味

わ
え
る
よ
う
に
な
り
、
約
束
事

が
守
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、一

年
間
で
成
長
し
た
園
児
た
ち

の
姿
を
見
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す（
今
年
は
、二
月
十
四
日

（
木
）・
十
五
日（
金
）に
実
施
し

ま
す
）。

　

例
年
、
表
現
遊
び
の
経
験

か
ら
、友
達
と
お
互
い
に
声
を

か
け
、教
え
あ
い
、協
力
し
な

が
ら
練
習
を
し
て
よ
り
か
か

わ
り
が
深
ま
っ
た
り
、一
生
懸

命
頑
張
っ
た

成
果
を
発
表

し
て
自
信
に

つ
な
が
っ
た

姿
を
見
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
生
活

の
中
で
は
集

団
で
の
遊
び

も
活
発
に
な

っ
て
き
て
お

り
、
喜
ん
で

ゲ
ー
ム
な
ど

に
参
加
し
て

た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
出
て

き
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
リ

ズ
ム
遊
び
、

集
団
遊
び
、劇
遊
び
、言
葉
遊

び
、
製
作
活
動
な
ど
を
発
表

し
、言
葉
の
や
り
と
り
、友
達

と
の
か
か
わ
り
方
、そ
し
て
、

園
児
た
ち
の
一
年
間
の
一
人

ひ
と
り
の
成
長
や
、
ク
ラ
ス

の
ま
と
ま
り
を
保
護
者
の

方
に
見
て
い
た
だ
け
る
保

育
参
観
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

二
月
三
日
は
節
分
で
す
。三

田
幼
稚
園
で
は
、節
分
に
ち
な

ん
で
鬼
の
お
面
を
作
っ
た
り
、

鬼
の
形
の
豆
入
れ
を
作
っ
た
り

し
て
、鬼
が
来
た
時
に
鬼
退
治

が
で
き
る
よ
う
事
前
準
備
を

し
ま
す
。ま
た
、
絵
本
や
紙
芝

居
を
通
し
て
、「
節
分
と
は
何

か
」「
な
ぜ
豆
ま
き
を
す
る
の

か
」を
教
え
て
い
ま
す（
今
年

は
二
月
一
日（
金
）に
実
施
し

ま
し
た
）。

　

年
長
児
や
年
中
児
は
、前
年

度
の
経
験
か
ら
幼
稚
園
に
鬼

が
来
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の

で
、「
今
年
も
鬼
来
る
か
な
？
」

「
去
年
は
鬼
が
怖
く
て
泣
い
ち

ゃ
っ
た
」な
ど
と
言
っ
て
、怖

が
っ
て
い
る
園
児
も
い
ま
す
。

　

節
分
当
日
は
、鬼
が
来
て
も

大
丈
夫
な
よ
う
に
大
型
ブ
ロ
ッ

ク
や
積
み
木
を
使
っ
て
柵
を

作
り
、
待
ち
構
え
ま
す
。年
長

組
の
保
育
室
の
非
常
口
か
ら

突
然
入
っ
て
く
る
鬼
に
驚
き
、

手
に
し
た
豆
を
握
り
し
め
、

「
鬼
は
そ
と
、鬼
は
そ
と
」と
言

い
な
が
ら
鬼
に
向
か
っ
て
投

げ
る
園
児
も
い
れ
ば
、豆
を
手

に
し
た
ま
ま
逃
げ
て
い
く
園

児
、教
師
の
後
ろ
に
隠
れ
て
大

泣
き
を
し
て
動
け
な
い
園
児

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

年
長
組
が
年
中
組
を
助
け
、

さ
ら
に
年
少
組
を
助
け
に
行
き
、

全
員
で
鬼
を
退
治
し
、最
後
に

は
心
の
優
し
い
鬼
に
な
り
ま
す
。

年
齢
と
同
じ
数
の
豆
を
食
べ
、

一
年
間
の
健
康
を
祈
る
こ
と

や
季
節
の
変
化
な
ど
、節
分
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
い
機

会
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

元気にゲームに参加する園児たち

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

親
学
講
座「
ド
レ
ミ
の
魔
法
」

マ
マ
の
歌
声
大
好
き
！

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

い
つ
も
お
仕
事
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

附
属
浦
安
幼
稚
園
で
は
、「
幸

せ
な
家
庭
を
め
ざ
す
子
育
て

支
援
講
座
」（
親
学
）を
開
催
し
、

今
年
も
八
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
十
日

（
月
）、今
年
度
七
回
目
の
講
座

と
し
て
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
保
育
科
准
教
授
の
三
谷
亜

矢
先
生
に
よ
る「
ド
レ
ミ
の
魔

法
」の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
歌
う
楽
し

さ
を
味
わ
う
こ
と
を
ね
ら
い

に
講
話
、絵
描
き
歌
、ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
と
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
し
た
。

　

講
話
で
は
、「
子
ど
も
に

と
っ
て
一
番
心
地
よ
い
音
は
、

お
腹
に
い
る
時
か
ら
ず
っ
と

聞
い
て
い
る
お
母
さ
ん
の
声
」

「
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
音
楽
を
聴
く

こ
と
は
、音
が
耳
に
流
れ
込
ん

で
い
る
だ
け
で
、音
を
聞
き
取

る
こ
と
に
な
ら
な
い
。生
活
環

境
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
の
中
か

ら
必
要
な
音
を
聞
き
取
る

こ
と
が
大
切
」と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、絵
描
き
歌
や

音
符
を
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
色

に
合
わ
せ
る
と
分
か
り
や

す
く
合
奏
で
き
る
こ
と
を

う
か
が
い
、色
楽
譜
を
見

な
が
ら
一
人
が
一
か
ら
二

音
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
持
っ

て
演
奏
し
ま
し
た
。終
了

後
に
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」と
話
す
お
母
様
の
明

る
い
声
と
す
て
き
な
笑
顔

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
お
母
様

の
優
し
く
語
り
か
け
る
声

や
歌
声
が
、子
ど
も
の
豊

か
な
感
性
や
心
を
育
む
こ

と
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
各
家
庭
か
ら
お
母
様

と
お
子
様
の
歌
声
が
聞
こ
え

て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

三谷先生のピアノ伴奏に合わせ、お母様全員で「キラキラ星」を演奏しました

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

ウ
ミ
ガ
メ
の
移
動
教
室

三
学
期
の
保
育
参
観

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

節
分
〜
豆
ま
き
〜

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

みんなで力を合わせて鬼退治

　

昨
年
十
一
月
二
十
二
日（
木
）、

「
ウ
ミ
ガ
メ
の
移
動
教
室
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。初
め
て
の

試
み
で
あ
っ
た
た
め
、事
前
に

知
っ
て
い
た
園
児
た
ち
は「
海

か
ら
ど
う
や
っ
て
来
る
の
か

な
？
」「
何
匹
く
ら
い
来
る
の

か
な
？
」と
何
度
も
ホ
ー
ル
を

の
ぞ
き
、期
待
す
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　

全
園
児
が
ホ
ー
ル
に
集
ま

り
、鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
飼

育
員
さ
ん
の
話
を
聞
き
、Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
観
ま
し
た
。ウ
ミ
ガ
メ
の

卵
の
大
き
さ
や
、生
ま
れ
た
ば

か
り
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
大
き
さ

を
模
型
で
見
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

が
、「
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
ウ

ミ
ガ
メ
が
ふ
化
に
適
さ
な
い

場
所
に
産
卵
し
た
卵
を
保
護

し
、生
ま
れ
た
子
ガ
メ
を
自
然

に
近
い
状
態
で
放
流
す
る
活

動
」を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
通
し
て
知

り
ま
し
た
。

特
に
、
育
て

た
ウ
ミ
ガ
メ

が
海
に
戻
る

際
に
、
連
絡

橋
を
使
っ
て

浜
に
戻
る
と

こ
ろ
が
印
象

的
だ
っ
た
よ

う
で
、
そ
の

場
面
を
絵
で

表
現
す
る
幼

児
も
い
ま
し

た
。

　

生
ま
れ
て

間
も
な
い
赤

ち
ゃ
ん
ガ
メ

や
成
長
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
見

た
り
、触
れ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
、自
然
保
護
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
大
変
よ
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

触れ合いながら生態を学びました



第64号 （8）平成25年2月1日（金）本年、学園創立80周年を迎えます。

「日本近代文学作家の自筆原稿」展
特別展覧会　聖徳大学文学部開設記念

　学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・
ご感想をお寄せください。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケート
を取らせていただいております。アンケートにお答えいただいた方の
中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

           ご意見・ご感想の宛て先
〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬555　

東京聖徳学園「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉
https: //www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

〈アンケートURL〉 http://www.seitoku. jp/gakuen/flash/

13.2.1 re（18,8）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

読者の声

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士前期課程〉

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／文学部（女子）／
　人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程

※ただし音楽文化研究科
（研究生入試除く）は

一般入試
社会人入試
研究生入試

C
（日）２月１７日

（土）２月１６日 （日）・１７日
～ （木）（月） ２月 ７日１月２８日 ※ただし音楽文化研究科は

※ただし音楽文化研究科
（研究生入試除く）は

音楽文化研究科研究生入試は
11月12日（土）

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程
一般入試
社会人特別入試
研究生（留学生除く）入試

C
（日）２月１７日

（土）２月１６日 （日）・１７日
～ （火）（月） ２月１２日１月２８日 ※ただし音楽文化研究科は

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試 C

（日）２月１７日

（土）２月１６日 （日）・１７日
～ （木）（月） ２月 ７日１月２８日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程

C （日）２月１７日～ （火）（月） ２月１２日１月２８日

D （日）３月 ３日～ （火）（月） ２月２６日２月１８日

特別 （日）３月２４日～ （火）（月） ３月１９日３月１１日

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試

入試日願書受付期間入試区分 日程

・ （日）（土）２４日２月２３日 のうちの希望日

・ （金）（木）８日３月７日 のうちの希望日

・ （土）（金）９日２月８日 のうちの希望日

特別奨学生入試（科目試験方式）★ （金）２月８日

特別奨学生入試（センター試験方式）★ （金）面接のみ２月８日全学
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしB
※ただし音楽学部は実技等あり

・ （金）（木）８日３月７日一般入試 

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしC
※ただし音楽学部は実技等あり

・ （土）（金）９日２月８日全学全学科統一入試（科目試験方式）★

全学全学科統一入試（センター試験方式）
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部は実技等あり

※地区・ターミナル試験場は2月８日（金）のみ

～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日

～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日

～ （木）（月）２月２５日 ３月 ７日

～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日

（木）３月２１日

帰国子女特別入試
社会人特別入試

（木）３月 ７日C

～ （木）（月）２月２５日 ２月２８日私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試 （木）３月 ７日C

～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試 （木）３月 ７日C
〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部は

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部　演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （火）（月）３月１１日 ３月１９日

・ （日）（土）２４日２月２３日一般入試 

～ （水）（水）２月 ６日 ２月２０日
のうちの希望日

～ （月）（火）郵送１２月２５日 ２月 ４日
～ （月）（月）窓口 １月 ７日 ２月 ４日

平成25年度  入試日程

〈博士後期課程〉

〈専門職学位課程〉（教職研究科）
※音楽文化研究科研究生入試は、C日程2／16（土）のみ

※音楽文化研究科研究生入試は、C日程2／16（土）のみ

施設の詳細等は本学園HPでご覧いただけます。   http://www.kasuganomori.com

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。
お気軽にお電話ください！

TEL. 0267-52-2111
学生・教職員５,４００円〜

卒業生・家族・同伴者８,３００円〜

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉

（1泊2食付）

長野県佐久市春日2258-1

　今年１月から３月までの期間内にご宿泊いた
だいたお客様に信州・望月高原でのびのびと
育った牛たちの良質な生乳から生まれた「コク
と風味豊かな本格的飲むヨーグルト」を差し
上げます（お一人様１本）。
　「飲むヨーグルト」は搾りたての生乳を使い、
香料、酸味料、安定剤を一切使用せず、まろやか
な味に仕上げました。クール宅急便での全国
発送も承ります。お土産にもぜひどうぞ。

「飲むヨーグルト」プレゼント

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

一般9,400円〜のところ

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：047-392-8111（代）

▶2月2日［土］

入試報告会

新年長・年中対象 学校説明会

▶2月22日［金］

■ 聖徳大学附属小学校（共学）　●お問い合わせ：047-392-3111（代）

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。

中学校

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）　●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

※学校見学も随時実施！（日・祝除く）

▶2月9日［土］

10：00〜11：30

9：30〜12：20

10：00〜12：00
昼の （最終回）

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程

★本学（松戸キャンパス）の他、地区・
ターミナル試験場（13会場）でも受
験できます。
　地区試験場：盛岡・仙台・郡山・水戸・
宇都宮・新潟・甲府・長野・静岡・那覇
　ターミナル試験場：品川・さいたま・
千葉

入試日願書受付期間入試区分 日程

・ （日）（土）２４日２月２３日 のうちの希望日

・ （金）（木）８日３月７日 のうちの希望日

・ （土）（金）９日２月８日 のうちの希望日

特別奨学生入試（科目試験方式）★ （金）２月８日

特別奨学生入試（センター試験方式）★ （金）面接のみ２月８日全学
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしB
※ただし音楽学部は実技等あり

・ （金）（木）８日３月７日一般入試 

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしC
※ただし音楽学部は実技等あり

・ （土）（金）９日２月８日全学全学科統一入試（科目試験方式）★

全学全学科統一入試（センター試験方式）
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部は実技等あり

※地区・ターミナル試験場は2月８日（金）のみ

～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日

～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日

～ （木）（月）２月２５日 ３月 ７日

～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日

（木）３月２１日

帰国子女特別入試
社会人特別入試

（木）３月 ７日C

～ （木）（月）２月２５日 ２月２８日私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試 （木）３月 ７日C

～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試 （木）３月 ７日C
〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部は

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部　演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （火）（月）３月１１日 ３月１９日

・ （日）（土）２４日２月２３日一般入試 

～ （水）（水）２月 ６日 ２月２０日
のうちの希望日

～ （月）（火）郵送１２月２５日 ２月 ４日
～ （月）（月）窓口 １月 ７日 ２月 ４日

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

（日）２月２４日C

入試日

～ （水）（水）２月 ６日 ２月２０日

一般入試
学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

（木）３月 ７日D ～ （月）（月）２月２５日 ３月 ４日

願書受付期間入試区分 日程

■聖徳大学児童学部（女子）／人文学部（女子）／人間栄養学部（女子）／
　音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

入試日願書受付期間入試区分対象
（日）２月 ３日

入試日願書受付期間入試区分対象
～（月） 入試日当日１月 ７日第3回入試（午後）中学

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

後期

ＡＯ入試、公募推薦入試、
保育科･保育コース推薦入試、
保育所・幼稚園園長推薦入試、
同窓会推薦入試、
特別入試、一般入試

（日）２月 ３日B ～ （金）（月） ２月 １日１月２１日

（土）２月２３日C ～ （木）（月） ２月２１日２月 ４日

（日）３月１７日D ～ （金）（月） ３月１５日２月２５日

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

９：００〜１７：００
（休館は、毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

会期 ／ 好評開催中 〜5月18日（土）

会場 ／ 聖徳大学８号館1階 ギャラリー

入場無料

　明治から昭和にかけて活躍したわが国を代表する
近代文学作家たちの自筆原稿を公開しています。朱で
推敲したものなど、作家の息づかいが伝わってきます。

川端 康成「東京の人」（昭和30年）

こども図書館で“雛飾り”を展示
　こども図書館の「表現の舞台」で、"雛飾り"
を2月18日（月）から旧暦3月3日である4月12
日（金）まで展示します。聖徳学園菊水会の
会員の皆さまから寄贈していただいた雛
人形や、神谷明宏児童学部准教授によ
る寄贈資料などを展示しています。

会 期

会 場
2月18日（月）〜4月12日（金）9：00〜17：00

（休館は、毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

聖徳大学1号館5階　川並弘昭記念図書館内「こども図書館」

通信教育部（共学） 平成25年度4月生募集 お問い合わせ047-365-1200（直通）

　通信教育部では、平成25年度4月生
の募集を開始しています。ぜひこの
機会に、働きながら免許や資格が取
得できる通信教育にチャレンジして
みませんか。北海道から九州まで全
国各地で説明会を実施しております。

■ 聖徳大学大学院 通信教育課程
● 児童学研究科 児童学専攻 

〔博士前期課程／博士後期課程〕
■ 聖徳大学短期大学部 通信教育部

● 保育科
■ 聖徳大学 通信教育部

□ 児童学部
● 児童学科 幼稚園教育コース／児童保育

コース／児童教育コース
□ 心理・福祉学部
● 心理学科 臨床心理コース／家族心理コース

／社会心理コース
● 社会福祉学科 社会福祉コース／精神保健

福祉コース／養護教諭コース
□ 文学部（4月開設）
● 文学科 英語・英文学コース／日本語・日本

文学コース／歴史文化コース／書道文化コース
／キャリアコミュニケーションコース／図書館
情報コース

4月生願書受付期間
▶大学・短大

〜4月30日（火）【必着】
※書類選考のみ

▶大学院（博士前期課程）
〜2月26日（火）【必着】

※3月2日（土）試験

聖徳大学主催入学説明会

春期合同入学説明会

開催日　　  開催地　    開催時間　    開催場所

2／10（日） 松　戸 13：00〜14：30 聖徳大学松戸キャンパス

3／10（日） 松　戸 13：00〜15：30 聖徳大学松戸キャンパス

2／2（土） 横　浜 12：00〜17：00 新都市ホール　横浜新都市ビル（そごう）　9階
 岡　山 12：00〜17：00 ロイヤルホテル

2／3（日） 東　京 11：00〜16：00 東京国際フォーラム　Bブロック　7階
 広　島 11：00〜16：00 広島国際会議場　B2階

2／9（土） 名古屋 12：00〜17：00 ウィンクあいち　愛知県産業労働センター　8階

2／10（日） 仙　台 11：00〜16：00 仙台市情報・産業プラザ　アエル　5階
 大　阪 11：00〜16：00 梅田スカイビルタワーウエスト　10階

2／16（土） 東　京 12：00〜17：00 新宿エルタワー　30階
 福　岡 12：00〜17：00 エルガーラホール　8階

2／17（日） 新　潟 11：00〜16：00 チサンホテル＆コンファレンスセンター
 福　岡 11：00〜16：00 エルガーラホール　8階

2／23（土） 札　幌 12：00〜17：00 アスティ45ビル　16階　会議・研修施設ACU
 大　阪 12：00〜17：00 梅田スカイビルタワーウエスト　10階

2／24（日） 札　幌 11：00〜16：00 アスティ45ビル　16階　会議・研修施設ACU
 名古屋 11：00〜16：00 ウィンクあいち　愛知県産業労働センター　8階

※参加申込不要　※入場無料

※参加申込不要　※入場無料
　聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、１月～３月に開講する講座を１０ジャンル
１９８講座取りそろえています。新しい年に新たな一歩を踏み出してみませんか？
講座パンフレットのご請求も生涯学習課で承ります。遠慮なくお問い合わせください。

■ 　　　　いのちある限り　～音楽が私たちに訴えかけてくるもの～ 原　佳大
■ 　　　　スポ－ツをしている子どもの食事　～基本的な食事の考え方～ 本　国子
■ 女性のための “おしゃれで素敵なランチPart18” 長江 曜子
■ 宇宙と地球 2013 ―研究の最前線とその基礎 木村 常在
■ お家ＤＥ中華 児玉 直樹
■ 　　　　韓国料理〜チムダク 朴　鍾花
■ 世界三大銘茶を楽しみましょう 剱持 英子
■ 味噌づくり 永田 忠博
■ さつま揚げづくり 永田 忠博
■ うどん打ち教室 河内 哲郎
■ 和菓子講座Ｂ 中田 春美
■ 卵・乳製品を使わないお菓子づくりＢ 古和谷 直美

・・・・・・・
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■お問い合わせ先／生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１

講座名 講師名

新しい年のスタートに、始めてみませんか？
～平成24年度 第Ⅲ期（冬期）聖徳大学オープン・アカデミー公開講座のご案内～

NEW

NEW

NEW

平成２５年度
聖徳大学

オープン・アカデミー
（ＳＯＡ）

オープニングセレモニー
開催のお知らせ

開催日時：4月13日（土）13 時〜
場所：聖徳大学川並香順記念講堂

※お電話にて要事前申込み

■お問い合わせ先／聖徳大学川並弘昭記念図書館　Tel：047-365-1111（大代）

※は編入学試験のみ実施

聖徳フラッシュ　第64号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）　●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

▶2月23日［土］小4・小5児童、中1・中2生徒、保護者対象  学校説明会

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

10：00〜14：00

▶3月24日［日］ 11：00〜16：00　聖徳大学松戸キャンパス

※会食（昼食）体験あり


